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東川橋 

平野橋（吊り橋） 

がまの瀬 

鮎の里 

国魚王国 

川ヶ瀬 
入川路 

ボダイ 
入川路 

アオキ 
入川路 

ガマの瀬 
入川路 

ダイ３アト 
入川路 

中石の瀬 
入川路 

取水跡 

「分譲地」看板 

ダイ２アト 
入川路 

入川路 

クス 
入川路 

滝ブロック 
入川路 

マワリ 
入川路 

入川路 

ここから先は 
四輪駆動車 

ブドウ園下 
入川路 

工事中 

有田巨峰村 金屋 

白石の瀬 
入川路 

白い岩盤 

路肩に　可 

道路広い 
路肩　可 

入川路 

道路狭い 

可 

可 

道路広い 
路肩に　可 

１００ｍほどの一本瀬。
右岸側に岩盤や大
石が入っている 

ブドウ園下 
ヒラキに点在する岩盤周りをね
らう。右岸のヘチにはアユが溜
まりやすい。その下流の瀬肩の
岩盤には良型が付く 

橋直下の大石周りは
サオ抜けになりやすく、
大型が居着いている 

オオセ 
東川橋下流に中州があり、流れが
二分された瀬になる。右岸側が本
命ポイント。その合流点からがオオセ 

岩盤帯のトロと
瀬が連続し、サオ
抜け多し 

白石の瀬 
全体的に右岸からねらう。石の
頭のトイになる部分や、岩盤の
溝にピンポイントでオトリを入れ
よう。中州で川が二分されてい
る辺りは、左岸側のほとんどが
岩盤底だ。ここはソ上が多い年
に数が出る 

『鮎の里オトリ店』の周辺は
流れが開けている。ザラ瀬、
急瀬、トロが連続し、広範囲
にアユがいる 

白石から金屋までの
区間は川沿いに行く
と道幅が非常に狭く、
舗装もされていない
旧道を走らなければ
ならない。阪和自動
車道から白石周辺
にアクセスするならＲ
４８０の迂回路を利
用したほうがよい 

マワリ 
岩盤の溝や玉石のあるス
ポットがねらいめ。分流の
細い流れもオトリを手前か
ら順に入れれば数が出る 

ロープ 

クス 
岩盤が織り成す峡谷。荒瀬、トロ
瀬が連続するが、道から川までが
離れており、アクセスしづらく釣り
にくい。大アユファンにおすすめ 

ダイ２アト 
取水堰の跡があり、このような名
が付けられた。岩盤帯にある大型
有望なトロ場 

ダイ３アト 
駐車スペースよりや
や上流に堰堤跡があ
る。例年左岸の瀬肩
の実績が高い 

ガマの瀬 
中州左岸側の
分流がよい 

修理川合流点
はアユが溜まる
実績スポット 

川ヶ瀬 
中州左岸がよい 

ロープ下は右岸
側によい石が入
っている 

流れ 

修理川 

修理川 

松原 

松原 

川口 

川口 

川口 

修
理
川 

有田川 

有田川 

瀬 
瀬 

トロ 

トロ 

瀬 
瀬 

トロ 

トロ 
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平
野
橋
の
上
流
は
約
１
０
０
ｍ
の
１

本
瀬
が
あ
る
。
玉
石
底
で
フ
ラ
ッ
ト
な

が
ら
全
体
で
魚
が
掛
か
る
好
ポ
イ
ン

ト
。
右
岸
側
に
は
岩
盤
や
大
き
め
の
石

が
入
っ
て
い
る
の
で
、
左
岸
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
。
足
も
と
が
サ
オ
抜
け
に

な
る
の
で
左
岸
ヘ
チ
も
見
逃
さ
な
い
よ

う
に
。
平
野
橋
の
下
で
右
岸
に
流
れ
が

寄
り
、
急
瀬
か
ら
淵
に
な
る
。
そ
の
落

ち
込
み
に
は
、
よ
い
石
が
入
っ
て
い
る

の
で
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

平
野
橋
下
流
に
瀬
の
ヒ
ラ
キ
が
あ

り
、
そ
の
辺
り
は
「
ブ
ド
ウ
園
下
」
と

呼
ば
れ
る
好
ポ
イ
ン
ト
。『
有
田
巨
峰

村
』
の
看
板
が
目
印
だ
。
こ
の
看
板
前

の
ヒ
ラ
キ
か
ら
瀬
肩
は
数
釣
り
の
実
績

が
高
い
。
一
面
で
ア
ユ
の
姿
が
確
認
で

き
る
が
、
追
い
が
よ
い
の
は
右
岸
の
ヘ

チ
だ
。
そ
の
下
の
早
瀬
も
人
気
で
あ
る
。

や
が
て
流
れ
は
Ｓ
字
に
蛇
行
し
速
く
な

る
。
こ
こ
は
右
岸
一
面
が
岩
盤
底
に
な

っ
て
い
て
、
流
れ
が
手
前
に
寄
っ
て
い

る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
し
づ
ら
く
サ
オ
抜
け

と
な
る
。
流
れ
が
強
く
岩
盤
の
上
で
は

オ
ト
リ
が
止
ま
ら
な
い
。
オ
モ
リ
を
付

け
て
止
め
る
よ
う
に
す
る
と
、
強
烈
な

ア
タ
リ
で
良
型
が
反
応
す
る
こ
と
が
多

く
、
数
釣
り
も
可
能
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

東
川
橋
よ
り
下
流

は
、
流
れ
が
２
本
に
分

か
れ
て
い
て
右
岸
側
が
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本
命
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
玉
石
底
で
適

度
な
流
れ
が
あ
り
、
中
段
に
は
よ
い
ア

ユ
が
溜
ま
る
タ
ナ
が
あ
る
。
全
体
に
満

遍
な
く
掛
か
る
が
、
右
岸
か
ら
サ
オ
を

だ
し
た
ほ
う
が
釣
り
や
す
い
。
２
つ
の

流
れ
が
合
わ
さ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
オ

オ
セ
」
と
呼
ば
れ
る
。
左
岸
側
は
大
き

な
岩
盤
底
の
ト
ロ
瀬
と
な
っ
て
い
る
。

オ
オ
セ
は
四
駆
車
な
ら
白
石
の
瀬
の

入
り
口
か
ら
、
川
原
を
走
っ
て
ア
ク
セ

ス
も
可
能
だ
。
岩
盤
の
頭
や
溝
の
中
に

玉
石
が
入
っ
て
お
り
、
良
型
ア
ユ
が
よ

く
掛
か
る
。
変
化
に
富
ん
だ
ポ
イ
ン
ト

が
多
い
が
、
ド
ン
深
な
ス
ポ
ッ
ト
が
点

在
す
る
の
で
注
意
が
必
要
だ
。

白
石
は
有
田
川
の
銀
座
と
い
え
る
ア

ユ
釣
り
場
だ
。『
白
石
』
の
名
は
、
右

岸
側
に
白
い
大
き
な
岩
盤
が
あ
る
こ
と

に
由
来
す
る
。
広
い
川
原
に
駐
車
で
き
、

ポ
イ
ン
ト
の
キ
ャ
パ
も
あ
る
。
天
然
ソ

上
、
放
流
も
多
い
。
大
会
会
場
に
選
ば

れ
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
人
が
絶
え
な

い
。
大
石
が
点
在
し
、
ト
ロ
瀬
、
ザ
ラ

瀬
が
連
続
す
る
。
全
体
的
に
右
岸
か
ら

ね
ら
う
ほ
う
が
よ
い
。
石
の
頭
の
ト
イ

に
な
る
部
分
や
、
岩
盤
の
溝
に
ピ
ン
ホ

イ
ン
ト
で
オ
ト
リ
を
入
れ
よ
う
。
大
き

な
岩
盤
で
川
が
２
本
に
分
か
れ
て
い
る

辺
り
は
、
左
岸
側
の
ほ
と
ん
ど
が
岩
盤

底
だ
。
こ
こ
は
ソ
上
が
多
い
年
に
数
が

出
る
。
や
や
下
流
に
行
っ
て
『
鮎
の
里
』

の
前
は
流
れ
が
開
け
て
い
る
。
ザ
ラ
瀬
、

急
瀬
、
ト
ロ
が
連
続
し
、
広
範
囲
に
ア

ユ
が
い
る
。

Ｒ
４
８
０
か
ら
旧
道
に
入
る
と
、
マ

ワ
リ
と
呼
ば
れ
る
一
級
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
。
名
前
の
と
お
り
川
の
カ
ー
ブ
を
指

す
ポ
イ
ン
ト
。
大
石
と
岩
盤
が
入
り
交

ざ
っ
て
複
雑
な
流
れ
を
形
成
し
て
い

る
。
そ
の
下
流
は
、
落
差
の
大
き
い
急

瀬
に
な
り
、
流
れ
が
緩
く
な
る
辺
り
か

ら
好
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

川
幅
は
狭
く
な
る
が
、
左
岸
側
か
ら

ね
ら
う
ほ
う
が
釣
り
や
す
い
。
盛
期
か

ら
は
良
型
が
揃
う
ポ
イ
ン
ト
だ
。
川
沿

い
の
旧
道
を
行
く
と
、『
ク
ス
』、『
ダ

イ
２
ア
ト
』、『
ダ
イ
３
ア
ト
』
と
い
う

ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
も
の
の
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
少
な
く
、
川
が
道
か
ら
離
れ
て

い
る
。
岩
盤
帯
の
峡
谷
で
、
大
ア
ユ
の

実
績
も
高
い
が
ア
ク
セ
ス
が
悪
い
の

と
、
車
上
荒
ら
し
の
恐
れ
も
あ
る
の
で

す
す
め
づ
ら
い
。

旧
道
を
抜
け
た
辺
り
に
『
ガ
マ
の
瀬
』

が
あ
る
。
こ
こ
は
少
し
広
い
駐
車
場
所

も
あ
る
の
で
お
す
す
め
。
左
岸
側
の
分

流
が
ね
ら
い
め
で
あ
る
。
そ
の
先
に
は

『
ボ
ダ
イ
』
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
が
あ

る
。
次
に
『
川
ヶ
瀬
』
と
い
う
ポ
イ
ン

ト
が
現
わ
れ
る
。
中
洲
が
あ
り
、
左
岸

の
浅
瀬
が
ね
ら
い
め
。
こ
の
少
し
下
流

で
合
流
す
る
修
理
川
の
合
流
点
も
ア
ユ

が
多
い
ス
ポ
ッ
ト
。

川
ヶ
瀬
、
ボ
ダ
イ
、
ガ
マ
の
瀬
ま
で

は
右
岸
側
の
道
路
が
広
く
、
駐
車
ス
ペ

ー
ス
も
あ
る
。
瀬
の
名
前
の
書
い
た
看

板
が
立
つ
位
置
が
入
川
道
と
な
っ
て
い

る
の
で
分
か
り
や
す
い
だ
ろ
う
。
道
路

か
ら
川
の
状
態
が
見
え
る
の
で
、
確
認

し
て
か
ら
入
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
川

通
し
が
で
き
る
が
、
場
所
に
よ
っ
て
は

深
く
な
っ
て
い
る
。
注
意
し
て
ほ
し
い
。

川
ヶ
瀬

平
野
橋

全
川
き
っ
て
の
ア
ユ
銀
座

峡
谷
の
大
型
も
ね
ら
え
る

平野橋から上流を望む。100ｍ
ほどの一本瀬がある。右岸に
流れが寄っているので左岸立
ちでねらうとよい

1

平野橋から下流を望む。右岸側が深
く、大石が点在する

2

ブドウ園下はこの看板が目印。平野
橋の近くから入川し、下るとここに
出る。瀬のヒラキ、瀬肩、早瀬、急
瀬となり点在する岩盤周りをねらう
とよい

3

白石の入川口から川通しでアクセス
できるオオセ。東川橋下流で分かれ
た流れがひとつに集まる瀬だ

6

オオセから白石までは岩盤底の瀬と
トロが連続しサオ抜けも多い

7

東川橋から下流を望む。中州がで
き、流れがふたつに分かれる。瀬の
中段がねらいめである

5

白石の入川口。河原に駐車できるう
え、ポイントの収容人数も多い

8

左手に白い岩盤が見える。これが白
石というポイント名の由来

9

オトリ店『鮎の里』の前は開けた岩
盤帯の瀬

10

分譲地の看板前の瀬。この辺りから
峡谷の様相を呈している

13

ダイ2アトと呼ばれるポイント。左
岸に現在使われていない取水口の跡
がある

14

ダイ３アトは岩盤帯のトロ瀬。少し
上流に崩れ堰堤が見られる

15

ガマの瀬。中州で流れが2分される
が左岸側がメインポイントになる。
瀬肩に良型が多い

16

ボダイの瀬。入川口にはこうしたポ
イントを指す看板があるので分かり
やすい

17

川ヶ瀬。左岸側の瀬がねらいめだ

18

白石の瀬の下流、
川のカーブにある
ポイントを「マワリ」
と呼ぶ。波立ちを
手前から順にねら
うとよい

11

国魚王国
有田郡有田川町川口
10737・32・4245

喫茶　鮎の里
有田郡有田川町川口
290-1
10737・32・4239

白石の入川口からは川原に車
を乗り入れることができ、四駆
車ならオオセ辺りまで入れる東川橋から上流を望む。橋の真下の岩盤

には良型が潜む。オモリを使って止める
と効果的

4

滝ブロック下。右岸側に急流が走る

12

花園～清水粟生～岩野河橋平野橋～川ヶ瀬前川橋～森ヶ滝橋新金屋橋～吉備中央大橋

0

オトリ店 
コンビニ 
駐車スペース 
トイレ 
ガソリンスタンド 
写真番号・方向 

凡例 
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